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4 Center for  Interdisciplinary  Studies,University  of  Fukui
した。(教育地域2年)
・ 授業に集中する時は集中し、休憩する時は思いっきり
休憩する、そういったメリハリをしっかりやった授業
だったので、非常にやりやすかったです。あと最初の
授業は、ある一部の受講生のやかましさにうっとうし
さを感じたけど、バークマン先生の注意により、やか
ましさはなくなったのでありがとうございました。（教
育地域1年)
・ 今までの考え方がガラリと変わった気がします。この
講義を受けてよかったと思いました。でも少し難しす
ぎる話もありました。あと、もう少し小グループの話
し合いがしたかったなと思いました。もっと他の人の
意見がききたいです。(教育地域1年)
・ すごく頭をつかう授業でしたが、最近頭をつかって考
えることが少なかったのでとてもよかったです。ディ
スカッションや発表も良かったけれど、毎回記述して
自分の考えをまとめるという行為が一番考えることが
できて良かったです。新 しい事実を受け入れるだけで
なく、自分で考えて、またそれに疑問をもち、それを
考える、という機会が随所に作られていて、とても楽
しく内容のある授業を受けることができました。ただ
たまに自分の頭では整理しきれないテーマがあって困
りました。(教育地域1年)
5.終わりに
共通教育科目では異なる学部の受講生が同一教室に集
う。また学年も1年生から4年生に渡り市民受講生の方
もいらっしゃる。受講生数も多い。この特色を生かした
授業ができないものか、と考えながら講義の準備をした。
そして受講生とのコミュニケーションの構築を重要な柱
と考えてきた。今回は1年 目の授業であり手探 りであっ
たがこれを出発点にし、より目的や対象に合った授業ス
タイル、内容構成を見つけて行ぎたいと考えている。
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